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①
生
活
保
護
受
給
者
の
飲
酒
、

喫
煙
、
過
度
な
外
食
等
は
、
法
的

な
問
題
は
な
く
て
も
、
区
民
感
覚

で
は
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
」
に
入
る
と
は
思
え
な

い
。
ど
の
よ
う
な
認
識
で
捉
え
て

い
る
か
。
②
生
活
保
護
制
度
は
実

質
、
年
金
の
受
け
皿
と
し
て
の
役

割
も
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。
③
生
活
保
護
制
度
の
適

正
化
の
た
め
、
区
民
か
ら
広
く
情

報
を
集
め
る
窓
口
を
設
け
、
都
内

初
の
生
活
保
護
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

設
置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
基
準
内
で
あ
れ
ば

制
約
は
な
い
と
考
え
る
が
、
依
存

症
等
の
場
合
は
医
療
機
関
の
受
診

を
勧
め
る
。
②
年
金
受
給
者
も
含

め
生
活
費
不
足
分
を
支
給
す
る
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
制

度
で
あ
る
。
③
ど
の
よ
う
な
形
で

導
入
で
き
る
か
更
に
検
討
し
た
い
。

子
育
て
世
帯
へ
の
施
策
充
実
を

　

①
子
育
て
世
帯
の
人
口
目
標
を

設
定
し
、
達
成
す
る
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
策
定
し
て
は
。
②

家
族
や
多
世
代
が
交
流
で
き
る
民

間
施
設
等
を
誘
致
し
、
子
育
て
世

帯
の
憩
い
の
場
を
提
供
し
て
は
。

　

区　

長　

①　

か
年
計
画
に
目

１０

指
す
べ
き
姿
を
掲
げ
、
様
々
な
指

標
に
よ
り
施
策
の
成
果
を
把
握
し

て
い
る
。
②
有
効
な
事
業
や
施
設

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

　

①
町
会
等
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
を
推
進
し
て
き
た
。
助
成
制
度

の
概
要
は
。
②
先
行
し
て
設
置
し

た
町
会
等
の
費
用
負
担
の
不
公
平

是
正
の
た
め
に
創
設
を
求
め
て
き

た
維
持
管
理
費
等
助
成
制
度
の
概

要
は
。
③
区
が
主
要
交
差
点
に
設

置
予
定
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
、
災
害

対
策
の
役
割
を
付
加
す
べ
き
で
は
。

④
聞
こ
え
に
く
い
防
災
行
政
無
線

の
放
送
を
補
完
す
る
た
め
、
電
話

を
活
用
し
た
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
。
支
援
を
必
要
と
す
る
対

象
者
に
高
齢
者
等
を
加
え
て
は
。

　

区　

長　

①
地
域
団
体
が
設
置

す
る
場
合
、
町
会
等
の
負
担
割
合

は　

分
の
１
で
あ
る
。
②
１
台
に

１２
つ
き
年
間
上
限
１
万
２
０
０
０
円

を
補
助
す
る
。
③
災
害
時
の
活
用

を
検
討
し
た
い
。
④
対
象
者
の
拡

大
運
用
も
検
討
し
た
い
。

入
学
前
に
ラ
ン
ド
セ
ル
代
等
を

　

３
月
か
ら
就
学
援
助
制
度
の
新

入
学
学
用
品
費
の
前
倒
し
支
給
が

始
ま
り
、　

年
度
予
算
案
で
は
増

３０

額
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
①
準

要
保
護
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た

　

年
度
の
支
給
額
は
。
②
前
倒
し

３０の
支
給
対
象
者
に
も
差
額
の
支
給

を
行
う
べ
き
で
は
。

　

教
育
長　

①
小
学
校
は
現
在
の

２
万
３
８
９
０
円
を
４
万
６
０
０

円
に
、
中
学
校
は
現
在
の
２
万
６

８
６
０
円
を
４
万
７
４
０
０
円
に

改
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
②
６
月

に
差
額
を
支
給
予
定
で
あ
る
。

こ
ど
も
図
書
館
の
施
設
整
備
を

　

中
野
東
中
学
校
複
合
施
設
に
は
、

特
色
あ
る
図
書
館
や
児
童
相
談
所

の
移
管
を
見
据
え
た
（
仮
称
）
総

合
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ

る
。
①
子
育
て
支
援
関
連
の
図
書

館
を
、
こ
ど
も
図
書
館
と
し
て
整

備
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
す
べ
き

で
は
。
②
複
合
施
設
が
連
携
し
た

相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
べ
き
で
は
。

　

教
育
長　

①
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
く
本
に
親
し
め
る
よ
う
、

デ
ザ
イ
ン
や
配
色
を
工
夫
し
、
乳

幼
児
親
子
が
交
流
で
き
る
遊
具
や

ス
ペ
ー
ス
の
配
置
や
、
離
乳
食
等

の
飲
食
を
前
提
と
し
た
レ
イ
ア
ウ

ト
や
運
営
と
し
た
い
。
②
子
育
て

の
悩
み
の
相
談
等
も
で
き
る
よ
う
、

親
子
向
け
事
業
の
工
夫
や
関
連
機

関
と
の
連
携
等
を
図
っ
て
い
く
。

高
齢
者
等
の
住
み
替
え
支
援
を

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
や
、
残
存

家
財
の
整
理
、
葬
祭
費
か
ら
な
る

「（
仮
称
）中
野
区
あ
ん
し
ん
パ
ッ

ク
住
宅
制
度
」
が
始
ま
る
と
聞
く
。

更
な
る
助
成
額
の
増
額
や
貸
付
制

度
等
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

新
た
に
開
始
す
る
制

度
で
あ
り
、
改
善
を
加
え
る
な
ど
、

よ
り
使
い
や
す
い
制
度
と
し
た
い
。

　

区
は　

年
４
月
の
保
育
園
待
機

３０

児
童
ゼ
ロ
に
向
け
て
緊
急
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
る
。
今
後
、
保
育
施
設

の
数
は
増
加
し
て
い
く
こ
と
と
な

る
が
、
一
方
で
、
保
育
の
質
に
関

す
る
問
題
が
顕
在
化
し
て
く
る
と

想
定
さ
れ
る
。
保
育
施
設
に
対
す

る
適
切
な
立
ち
入
り
検
査
や
指
導

の
強
化
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、

指
導
の
結
果
を
受
け
、
各
保
育
施

設
の
運
営
に
対
す
る
支
援
体
制
を

充
実
さ
せ
、
問
題
の
改
善
を
図
る

こ
と
も
区
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　

区　

長　

指
導
検
査
の
結
果
、

保
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
指
摘

事
項
が
あ
っ
た
場
合
、
保
育
士
等

の
専
門
職
に
よ
る
支
援
を
実
施
し
、

保
育
内
容
の
改
善
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
等
を
行
い
、
保
育
の
質
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。

町
会
・
自
治
会
の
負
担
軽
減
を　

　

区
が
行
っ
た
町
会
・
自
治
会
長

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
町

会
・
自
治
会
へ
の
行
政
機
関
等
か

ら
の
依
頼
事
項
の
う
ち
、
負
担
を

少
な
く
し
た
い
と
感
じ
て
い
る
も

の
と
し
て
、「
掲
示
板
・
回
覧
板
の

依
頼
」
が
最
も
多
か
っ
た
。
例
え

ば
、
掲
示
板
・
回
覧
板
の
依
頼
に

つ
い
て
、
一
部
を
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
等
に
委
託
す
る
な
ど
、

町
会
・
自
治
会
の
負
担
軽
減
の
具

体
策
を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

町
会
へ
の
依
頼
事
項

に
つ
い
て
、
窓
口
を
一
本
化
す
る

ほ
か
、
掲
示
板
へ
の
掲
示
作
業
等

に
つ
い
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
用
も
検
討
す
る
。

中
野
消
防
団
第
五
分
団
本
部
兼
防

災
資
器
材
格
納
庫
の
設
置
実
現
を

　

分
団
本
部
兼
防
災
資
器
材
格
納

庫
が
設
置
さ
れ
る
予
定
の
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
が
所
在
す
る
中
野
二

丁
目
で
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業

が
進
行
中
で
あ
る
。
分
団
本
部
兼

防
災
資
器
材
格
納
庫
の
建
設
に
関

す
る
訴
訟
が
長
引
く
場
合
に
は
、

消
防
団
や
中
野
二
丁
目
土
地
区
画

整
理
事
業
組
合
等
に
十
分
な
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
し
た
上
で
、
土
地
区
画

整
理
事
業
の
中
で
、
よ
り
実
現
可

能
な
、
適
正
な
場
所
に
設
置
す
る

こ
と
も
含
め
、
再
考
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
敷
地
内
に
整
備
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

　

①
法
が
改
正
さ
れ
、
住
宅
確
保

要
配
慮
者
の
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の

円
滑
な
入
居
促
進
の
制
度
が
始
ま

っ
た
。
区
は
住
宅
確
保
要
配
慮
者

賃
貸
住
宅
供
給
促
進
計
画
を
速
や

か
に
策
定
し
、
事
業
を
実
施
す
べ

き
で
は
。
②
区
の
居
住
安
定
支
援

事
業
は
近
年
利
用
実
績
が
ほ
と
ん

ど
な
い
状
況
で
あ
る
。
利
用
し
や

す
い
制
度
と
な
る
よ
う
、
制
度
対

象
と
な
る
家
賃
債
務
保
証
会
社
を

増
や
す
ほ
か
、
申
請
手
続
き
の
簡

素
化
や
不
動
産
会
社
に
対
す
る
制

度
の
周
知
徹
底
を
行
う
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
国
や
都
の
動
向
や

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
住
宅
の
登

録
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。
②
新

た
な
制
度
で
国
に
よ
る
家
賃
債
務

保
証
業
者
の
登
録
制
度
が
創
設
さ

れ
た
た
め
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
登

録
業
者
も
区
の
事
業
の
対
象
と
し
、

債
務
保
証
業
者
の
選
択
肢
を
増
や

し
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
申
請
手
続
き

方
法
の
見
直
し
や
不
動
産
事
業
者

へ
の
周
知
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
よ

　

策
定
中
の
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
よ
れ
ば
、
介
護
給
付
費

準
備
積
立
金
を
１
億
円
取
り
崩
す

と
介
護
保
険
料
基
準
額
を
１
人
当

た
り
月
額　

円
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

３８

同
積
立
金
を　

億
円
取
り
崩
す
予

１２

定
だ
が
、
あ
と
２
億
円
余
取
り
崩

し
て
保
険
料
を
実
質
引
き
下
げ
、

区
民
に
安
心
し
て
介
護
生
活
を
送

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

介
護
給
付
費
準
備
基

金
取
り
崩
し
後
の
残
金
は
、
給
付

費
の
予
定
外
の
増
大
等
に
備
え
る

た
め
留
保
す
る
と
と
も
に
、
第
８

期
以
降
の
保
険
料
の
抑
制
に
充
て

る
こ
と
も
想
定
し
て
お
り
、
第
７

期
の
策
定
時
に
こ
れ
以
上
の
取
り

崩
し
を
す
る
考
え
は
な
い
。

哲
学
堂
公
園
再
生
整
備
を
問
う

　

①
学
習
展
示
室
は
児
童
遊
園
で

は
な
く
、
現
在
管
理
棟
の
あ
る
場

所
に
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観

の
施
設
を
建
て
る
べ
き
で
あ
り
、

現
在
地
で
の
建
て
替
え
が
区
か
ら

申
請
さ
れ
れ
ば
、
対
応
す
る
と
い

う
都
と
速
や
か
に
協
議
を
進
め
る

べ
き
で
は
。
②
再
生
整
備
に
お
い

て
は
区
民
の
声
を
十
分
に
踏
ま
え
、

基
本
設
計
案
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
現
在
の
管
理
棟
が

あ
る
位
置
は
旧
来
か
ら
の
哲
学
堂

区
域
内
で
あ
り
、
都
の
名
勝
指
定

区
域
内
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
学

習
展
示
室
の
建
設
場
所
と
し
て
望

ま
し
く
な
い
と
文
化
財
保
護
の
視

点
か
ら
判
断
し
て
い
る
。
②
寄
せ

ら
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、
区
の

考
え
を
示
し
た
上
で
基
本
設
計
に

反
映
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は

反
映
し
て
い
く
。

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団　

渡
辺　

た
け
し

生
活
保
護
制
度
の
適
正
化
を
図
れ

自
由
民
主
党
議
員
団　

内
川　

和
久

保
育
施
設
に
対
す
る

支
援
体
制
の
充
実
を

公
明
党
議
員
団　

白
井　

ひ
で
ふ
み

防
犯
・
災
害
対
策
を
充
実
さ
せ

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

日
本
共
産
党
議
員
団　

小
杉　

一
男

住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の

支
援
事
業
を
実
施
せ
よ
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　１月２９日（月）から３０日（火）に、高知県高知市の「新庁
舎建設事業」、「高知市公共調達条例」についてと、高知県香
美市の「庁舎建設事業」について視察を行いました。写真は
高知市での様子です。
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告


